20120513　1部礼拝

最高の豊かさ・最高の余裕 (ルカ9:49-56)
　皆さんは日本の４７都道府県に地教会を立てる神様の計画の中に召されている尊い存在であることを信じますか。１千大学の前に学舎を建てて、大学長老を派遣する神様のみこころのために私たちが召されました。この三郷の偶像と異端の勢力が砕かれて神の国が臨まれ、未来のためにＲＵＴＣを建てて次世代のレムナントを立てていく尊い人生であることを覚えていただきたいと思います。そして、世の中では本当は治療できません。治療するということが逆によりひどい目に遭わせることだと世の未信者からも発表されました。ですから、聖書的な正しい治療が求められます。その治療のための施設、教会がそれを全うしないといけないと思います。それゆえ神様は皆さんを祝福して皆さんの持っているすべてを、やっているすべてを祝福して良い方向に導かれるはずです。私たちの能力とは関係ありません。そのために神様はその祝福に預かるために、私たちにある弱点、治すべき点を必ず治してくださることを信じていただきたいと思います。その一番大切なものが何かと言うと、そのために私たちは神様の良い計画をしっかりと握って従っていくことなのですが、他のものに神経が捕らわれて、他のなにかに気が捕らわれてそちらに引っ張られて行くようになります。そこを神様が、皆さんが約束を握って主を見上げ、みことばをしっかり聞いていると、その部分を治してくださるでしょう。その祝福が今週１週間も皆さんに必ず与えられるように祈りたいと思います。

私たちは知らず知らず、何かに引っ張られる存在、そのような人生を歩んでいました。その中で特に力をふるっているのが何かと言うと人です。それで他人に引っ張られて、他人に連れられて行く人生であったと思いますが、イエス・キリストを信じて私たちは尊い神の子ども、神のご計画の中に召されている存在になりました。だから、神様は人に連れられて、引っ張られる人生ではなく、引っ張っていく人生、また聖書的に申し上げると、乗り越えていく本当の意味で余裕ある人に私たちを造りかえてくださると信じています。昔、お話したと思いますが、経済的にはそんなに裕福な時代ではない小学校の頃、学校に来た子どもの靴下に穴が空いていました。二人の子どもの靴下に穴が空いていたのですが、一人は貧乏の家庭、一人は裕福な家庭の子どもでした。同じく靴下に穴が空き、皆がそれを見て笑っていました。しかし、裕福な家庭の子どもはそれを「あっそうか。たまたま穴が空いてしまったのだな」何も気にせず越えていきます。家に戻れば新しい靴下がいっぱいありますから。裕福なのでそれが気になりません。けれども、同じ状況なのに貧乏な小学生の場合はそれが心の傷になってずっと頭から離れず、ずっと人が笑ったこと、周りの友達が言ったことが気になって、気になってしょうがありません。それが結局、彼の人生そのものを狂わせるようなことになります。同じことなのに他人の言葉、他人の評価、他人がどう見ているのか、他人がどのように反応するかによって、私たちは無意識的についつい連れられるようになっています。それは仕方がない、当たり前だと頭の中にもう入れ込まれています。でも、今日、イエスさまは私たちにおっしゃっています。「そうではない。それに連れられたり、引っ張られたり、捕らわれたりする必要がありません。私たちはそれを気にしないで乗り越えることができる者です」それが貧しいか裕福なのか、豊かなのかの違いです。穴が空いていて、他人が笑ったのか、何をどう言ったのかが問題ではなく、それを聞いてそれにぶつかる本人が豊かなのかあるいは貧乏なのかによって変わります。肉体的にも物理的に言ったときもそうです。
今日の聖書を見ると、先週申し上げましたように、弟子たちが変化の山でイエスさまは本当にモーセでもエリヤでも比べることのできない、イエスがキリストだという輝きを見て下りて来たときに、弟子たちは何を議論していたのかと言うと「だれが偉いのか」という議論をしていました。そのようなことにずっと神経が捕らわれているのです。そして、その次に町を歩いていたらヨハネと言う弟子が言いました。「先生。他の人たちがあなたのお名前によって、つまりイエスの名によって悪霊を追い出したりしていたので止めさせました。その理由は、もしイエスの名を使うなら、私たちの仲間になり、一緒になって行くべきではないのかということで止めさせました」と。当たり前の話のように聞こえるでしょう。そのときイエスさまがおっしゃっていました。「止めさせることはありません。そういうことはしないでください。あなたがたに反対しない者はあなたがたの味方です」とおっしゃいました。なぜイエスさまはそのようにおっしゃったのでしょうか。それから、イエスさまがエルサレムの方に行こうとしていたとき、サマリヤを通るようになりました。それで弟子たちにエルサレムに行くために泊まらなければいけないし、いろいろなことがあるので先に行って準備しなさいとおっしゃいました。弟子たちが準備しようしていたら、イエスさまの弟子だということがばれて、イエスさまがエルサレムに行くというこが分かってしまいました。当時サマリヤとエルサレムは敵同士でした。それゆえ、「サマリヤの味方でなく、エルサレムに用がある人でしょう」と反対し受け入れませんでした。そこでヨハネともう一人の弟子が「イエスさま、これはあり得ないことでしょう。何と生意気なサマリヤ人でしょう。今、天に向かって天の火を呼び寄せて彼らを焼き滅ぼしましょうか」とものすごくひどいことを言いました。「イエスが行こうとしているのに、私たちの福音が行こうとしているのに何が反対なのか」ということでした。反対したらいけないでしょう。彼らはイエスが福音なので反対ということではありません。エルサレムなのかサマリヤなのかという理由でとにかく受け入れませんでした。それに対して、弟子たちがものすごく怒りを覚えました。そのときイエスさまが言いました。「そうか。彼らが私たちを受け入れなかったのか」とは言わず彼らを叱られました。「今何をしているのか。何を言っているのか」と叱り、違う町からエルサレムの方に行かれました。なぜ弟子たちが叱られるようになったのでしょうか。なぜ止めさせたということに対して、イエスさまはそんな必要はないとおっしゃったのでしょうか。これはイエスの名によっていろいろやりながら、私たちの団体、仲間に加わらなくてもよいという話ではありません。またサマリヤの人がイエスさまの一行、弟子たちをきちんと迎え入れることがなくてもよいという話でもありません。サマリヤの人の話ではありません。イエスさまは弟子たちに向かって少し機嫌が悪くなり怒りを覚えていらっしゃるのです。今、イエスさまは弟子たちにこのようにおっしゃっています。「彼らがあなたがたの仲間に加わるかどうかがそれほど気になるのか。他人の反応や、他人の見方や、他人があなたがたをどう思うのかそれほど気になるのか」と。これは他人のことをまったく意識しないで配慮もしないという無礼な話ではありません。他人のことを配慮するというレベルではなく、気になって、気になってしょうがない、他人がどう反応するのか、他人がどういう見方をするのか、どういう言葉を話すのかがものすごくデリケートになり、敏感すぎるのです。それによって自分と自分の仲間、組織、教会、団体が左右され評価されるかのような状態でした。それがイエスさまは心を痛めることでした。今、それほど気になるのか。サマリヤの人が私たちを受け入れないことがそれほど気になるのか、それによって悲しいのか。だからと言って不幸なのか。だからといってがっかりするのか。あなたがたはそれぐらいにしかならないのかとおっしゃったのです。それを乗り越えることができないのか。それほどあなたがたの心の中は貧乏なのか。豊かになりなさいとおっしゃいます。イエスさまの一行を受け入れないということを、それがよいと認めたわけではありません。今のテーマはそれではなく、その反応に対して仕返ししようとする弟子たちの様子をご覧になってイエスさまはおっしゃっているのです。「なぜ他人の反応、他人がどう見るのかにそれほど敏感でデリケートしすぎるのか。なぜそのようなことに引っかかって倒れ、足を引っ張られてしまうのか。なぜそのようなことに引っ張られ連れられて行くのか。それを軽く乗り越えて、彼らを引っ張っていくべきではないのか。それがクリスチャンだ」と。そして、イエスさまはまたこのようにおっしゃり、心を寂しくしているのかと言うと、「今、あなたがたが従っているイエスであるわたしがあなたがたと一緒にいるでしょう」と。イエスは変化の山でどういう方なのか見せられた方です。イエスは宝でないのか。イエスは最高のキリストではないのか。まだよくわかっていないのか。そこがイエスさまは一番寂しいのです。「他人の反応、他の人がどう反応するのかに連れられるほど、あなたがたは宝の宝であるイエスがともにいらっしゃるにもかかわらず、それが気になるほど心の中が貧乏なのか」と。逆に彼らは「もう焼き滅ぼしましょう。彼らは悪いではないでしょうか」と反応しました。これを内側がものすごく実は貧乏なので他人の言うことや他人の視線や他人の評価などがものすごく気になって、それがちょっと行き過ぎると精神的な様々な問題の原因となります。見事にサタンはクリスチャンの私たちでさえだましています。イエスさまが今一番遺憾に残念に思っていらっしゃるのはキリストであるイエスさまが彼らと一緒にいらっしゃいます。イエスさまが今おっしゃっているのは「あなたがたと一緒にいるわたしイエスがキリストであることをわかっていないのか。宝の宝であるキリストであることをわかっていないのか。わたしがあなたがたと一緒にいることで十分じゃないのか。それに十分に満足し、それで十分幸せで、楽しくなれないのか。」もちろん、他人が良い待遇をしてくれ、良く受け入れてくれたりすれば、それなりにうれしいし、意味があると思います。別にそうでない方がよいという意味ではありません。ただ、彼らが勘違いしているのは他人がどう反応しようが関係なく、絶対的にもうイエスがともにおられること自体が幸せであり、それで満足で、十分だとならないのか。イエスがともにおられるのにそれほどそれがあなたがたを豊かにできないのか。あなたがたはイエスがともにおられるにもかかわらず、心が貧乏なのか。いったいあなたがたはイエスをどう思っているのか。「イエスさまのことを信じます」と従っていることは良かったことです。それにもかかわらずイエスさまのことがよくわかっていない、イエスさまの価値がよくわかっていないのです。そうすると、先週も申し上げましたように、私たちはそれが理由だとも知らずに余計なものに気が捕らわれ引っ張られていきます。そして、それは当然で仕方ないと思ってしまいます。相手が悪いから、親が悪いから、旦那が悪いから、世の中の人が悪いから、私に傷を与えた者、私に害を与えた者、私に辛い経験をさせた者、それが悪いからと。別にそれが良いというわけではありません。でも、イエスを信じている者は、イエスがともにおられる者は、そのイエスの価値がわかっていれば、ともにおられることで十分なので、そのようなことがどうであれそれが気にならないし、それにつられることなく乗り越えることができます。これが秘密です。イエスさまは今弟子たちに、イエスさまを信じている私たちにおっしゃっています。「あなたがたは豊かな者だ。あなたがたは富んでいる者だ」と。どれほどでしょうか。他人の反応など気にしなくてもよいほどに。他人がどう反応するかによって、あなた、あなたの人生が評価さるようなものではありません。それによって左右されるくらいの幸せではないのです。絶対的な幸せです。でも彼らはそこがまだよく分かっていないので、何かがあるたびにそれを越えることができないままずっとつられていまします。仲間に加わらないでイエスの何かをしていると気に食わない。そして、サマリヤに行って、エルサレムだから私たちはいらないと言われることも気に食わない。なぜでしょうか。弟子たちの心の中、たましいの中が、今現在、イエスとともにおられるにもかかわらず豊かではない、貧乏くさいのです。彼らはよく気づいていないので、何もかもが気になっています。特に日本人の長所の中の一つが他人のことをものすごく意識し、気にするということがあります。それは長所の一つです。他人のことを配慮するという意味で長所でありますが、それがこんがらがってしまい他人のことをあまりにも意識しすぎて、他人の言うこと、他人の言葉、目線、行動や、他人がやることや他人がやってくれることなど、様々なことが気になります。それが少し行き過ぎると関係している他人ではなくこの社会、自分と直接関係ないものに対しても気になってしまい、それにものすごくデリケートになります。デリケート過ぎる、敏感すぎるのは、思いやりがあるからではなく内側が弱々しいから、貧乏くさいからです。豊かではないからです。それが良いマナーのように思っていてはいけません。他人を配慮することと、デリケートしすぎるということとは違います。残念ながらクリスチャンでありながらも、そこをクリアできていないまま、クリスチャンとしてのものすごい祝福があるのにそちらの方を見ることもないまま、行くこともできないまま、ずっと連れられるままそれで人生終わってしまいます。何と残念でしょうか。皆さんはそういう方、そういう人生ではありません。イエスさまがおっしゃっているのはそういう話です。「そんなに気になるのか。なんでそんなに気にしているのか。私のことを馬鹿にしているのか。だから、それがそんなに気になるのか」と。心理学的に言いますと内的劣等感による、外的優越感というものがあります。内側が貧乏くさいので、外側では「焼き滅ぼしましょう。あの人は悪いです」と自分を飾ろうとします。あるいは何かの反応などによって、何か待遇されることによって褒賞されたいという心理が働きます。それは内側が傷だらけで弱いからです。弟子たちは今そのような状態でした。でもそれが正義だと思っています。正しいものを持っているから、それに正義と言う包装紙を包んで、自分でだまされています。でも、イエスさまはよく見抜いていました。ぜひ、弟子たちのように、今まではそれがしょうがない、当たり前と洗脳されているようなことでも約束を握ってください。他人のこと、それは言葉、表情、行動、何かの待遇、すべて含めて、それにつられる者ではなく、それを越えていく、またそれが怖くて避ける者ではなく、それを越えていく豊かなものであり、本当の意味での余裕のあるクリスチャンになるように神様が必ずそのように私たちを祝福するはずです。

どうすればよいでしょうか。彼らはなぜこのように貧乏くさい反応を見せたでしょうか。いくつかのことをぜひ覚えてください。今申し上げましたように彼らはイエスさまに従っているにもかかわらずイエスさまが最高の宝であることをいまだよく分かっていません。でも今日ぜひ覚えてください。皆さんが余計なものに捕らわれて、つられてアップアップし、何かを議論し争っていても、それは争わなくても、争ってもよいようなことに真剣に取り組んでいることであり、本当に神経使うべきところには持っていけないのです。私が信じているイエスさま、私とともにおられるイエスさまが、私のために十字架で血を流されてよみがえられ、死の力を打ち破って勝利されたイエスが自分にとって最高の宝であると分かっていれば私たちは乗り越えられるようになります。だれが何と言おうが、周りがそんなに気になるのでしょうか。参考にするだけです。それが丈夫な人間です。周りが気になることがあれば、自分で間違えがあればそれを直せばよいです。そのレベルであってそれによって根本的に自分が評価されたり、左右されるようなところには絶対立たないようにしてください。なぜでしょうか。皆さんのために十字架で死なれて今皆さんとともにおられる、私が嫌だと思っても絶対に離れることはないイエスさまは宝の宝です。その価値に目覚めれば、今申し上げましたようにイエスは宗教の指導者でもなく、お釈迦のような立派な人間でもなく、イエスはキリストです。何ものと比べることができるでしょうか。何ものが一緒に比べられる宝になれるのでしょうか。世の中に良いもの、良い理論はたくさんあります。立派な人間もいます。しかし、キリストはいません。だれがどんなお金持ちがその金によって救いを買うことができるでしょうか。どんな立派な人間、その人格によって神様に会うことができ、罪や滅びの運命、サタンに打ち勝っていのちが得られるのでしょうか。絶対できません。キリストだけです。イエスはキリストです。だから、イエスは最高の宝です。イエスが理論であってはいけません。もし、私たちが祈るとすれば、一番の祈りはイエスがキリストであるということが、つまり、「イエスが最高の宝であることがわかるようにしてください」という祈りではないでしょうか。そうならない限りは一般の流れに従って連れられるしかありません。気になってしょうがありません。そして、サタンは神を知らないときから私たちを支配し、脳細胞の中にチップが入れられているように、このようなルールを入れ込んでいるから、「何かあれば気にするしかない。気にしてよ」と教え込んでいるのです。イエスは宝です。そういうことによって評価されるような者ではない、イエスによって評価される者です。イエスは最高の宝なので、パウロが告白したように世の中にあるもの、それがどんなに良いものでもイエスさまと比べるとちりあくたのように評価されるほどイエスは宝です。けれども、多くの人はこれがよく分かっていないのでちりあくたのようなものによって良く評価されようとして左右される、影響されることがずっと続いているのではないでしょうか。それが別に良い悪いという意味ではありません。本当に神様は今もおっしゃっているのです。私たちに良い悪いなどは問いかけません。要求するようなこともありません。あなたが信じているキリストはキリストなのかと問いかけていらっしゃるのです。宝の宝です。最高の宝です。ですから、このイエスが最高の宝であるということは絶対的な価値です。だから、何かによって左右されるような相対的なものではありません。しかも不変のいのちです。変わることはありません。だれが何と言おうが変わることはありません。四方八方から苦しめられても変わることはありません。だから、イエスが最高の宝であると分かっていれば、そのイエスを信じて今、イエスを心に持っている、キリストであるイエスを迎えている自分は豊かな人、富んでいる者、最高に貴重な幸せな存在です。だれかがどう認めるかではなく、結果がどうなるかではなく、イエスを持っていること自体が幸せです。それで十分豊かです。信仰生活の一番のネックが何かと言うとイエスで十分で、イエスがともにおられることによって満足するところに行かないことです。全部、分かっていてもずっとこんがらがって繰り返されます。もちろんこれはイエスを信じても何の結果もない、証拠もないという意味ではありません。他の何かによって評価されることなく、ここをしっかり握っているとこの価値が目に見える形で必ず現れます。神から与えられる結果、神から与えられる証拠、キリストの証拠が必ずありますので、だからこそ、他人がどう評価するかなどは気にする必要はありません。気にする理由は何でしょう。他人が何とか言っているからではありません。それに慣れているからついついだまされますがそういうことではありません。なぜでしょうか。自分の内側が今、貧乏な状態だからです。そうならなくてもよいのに、神は豊かな人にしていらっしゃるのにそれをよく分かっていません。そうすると、これも気に食わない。あれもデリケートになり、望ましい戦いには臨めません。余計なものにずっとつられるようになります。「ずっと頭の中で気になるのが、夜眠れない理由が全部、イエスさまを気にしなくてもよい、軽く越えなさい。どうでもよい」とおっしゃっている内容がいつも重くのしかかってずっとそれが気になって仕方がないのです。神様が望まれること、神経使うべきところ、気にすべき内容を気にする者はそんなに気になって重くのしかかって寝られないということはありません。そっちのほうは気になっていてもよく寝られます。イエスは最高の宝、だからそのイエスがともにおられる人、その状態は最高に富んでいて、最高にお金持ちです。お金と関係なくとにかく、日本の言葉がよく見つかりませんが、富んでいる者、豊かな者、金持ちでもないし、信者は豊かなのです。なぜでしょうか。他人がそう待遇してくれるからではありません。結果が付いてくるからではありません。最高の宝であるキリストがともにおられるからです。「なるほどそうです、だから私は満足で十分でありがとうございます。他人がどう言おうが私は気にしません。神様が気にすべき内容、神様が神経使いなさいという方に私は行きます」と言う人はキリストの証拠が現れます。光の証拠が現れます。暗やみの力が砕かれる天の御国の証拠が現れます。私の能力をはるかに超えた神様の力が必ず現れます。それを私たちは奇跡と言います。でも、それを経験することができません。先に何かにつられてしまうので。つられる人生ではなく、引っ張られる人生でなく、乗り越える、神のみこころを握りしめるクリスチャンになってください。なぜでしょうか。クリスチャンは貧乏ではありません。クリスチャンは豊かです。イエスを受け入れた瞬間、皆さんの過去がどうであれ、今現在どんな問題を抱えていようが関係なく、すべての問題が全部、きれいに解決された問題です。何も不幸に思うことのない存在になりました。何かのことによってではなく、イエスによって自分を評価するように。貧乏くさくするようなものは一切掃除されてありません。しかも、そこにイエスを受け入れただけで、周りがどう思ってどう言おうと関係なく、天にある霊的なすべての祝福が与えられています。皆さん、ご存知でしょうか。イエスを心に持っている者はすべての不幸が取り除かれ、天にあるすべての霊的祝福がその人に臨まれ、その人のものになっています。それを一言でインマヌエルと言いますし、神ご自身が皆さんを住まいにしてともにおられるようになりました。だから、クリスチャンは神の神殿と呼ばれるほど豊かで富んでいる者です。何か不十分で足りない者、何かによって評価が左右されるような貧乏くさい人間ではありません。皆さんはイエスによって、天の祝福によって豊かな者です。ですから、周りから見るとどうみられるか分かりませんが、ガリラヤの一番下っ端出身のペテロのような人間が「私に金銀はない。私にあるものをあなたにあげよう。ナザレ、イエスの御名によって歩きなさい」と言うほどペテロは豊かなのです。パウロは刑務所の中にいながらも言いました。「私は富むときにも貧乏なときにも、お腹がすいているときにも満腹でも、どんな状況でも構いません。私は満足できます。私を強くしてくださる方にあってできないことは何もない。私は豊かな者だ。私は富んでいる者だ。私は金持ちだ」と告白しています。刑務所の中で。つまり、刑務所と言う状況も変えることはできない、奪うことのできない富を持っているのです。そのような豊かさをイエスによって与えられています。これが信仰生活です。これが神様が望まれることです。これが祈りです。ダビデは死の陰の谷を歩きながらも、その死の陰の谷を歩いているから貧乏くさくなったわけではありません。死の陰の谷がダビデの心の豊かさを奪うことができませんでした。私は害を受けることを恐れない、乏しいことはありませんと。なぜでしょうか。イエスがともにおられるからです。神が聖霊をとおしてともにおられるから、天のすべての祝福が私のものになっているから、それほど皆さんは豊かな者です。自分が、信者が、過去と条件と関係なくこれほど豊かで貧乏の正反対だと分かっていれば釣られません。引っ張られることはありません。皆さん、他人の、ことを意識して、他人のことにできるだけデリケートになるのが良い処世術だと思っているでしょう。そのように教育されてきたでしょう。嘘です。こういう意味では、皆さんの心が豊かになれば、他人を無視するわけではありませんが、他人がどう思おうが、どう見ようが、どう反応するか、どういう言葉を発するかどうかなどはまったく問題にならず、ある意味それにものすごく鈍感になっていく丈夫な人間になります。そうならないといけません。それがクリスチャンです。そうでないと一緒にやるかやらないか関係なく、限界にぶつかるようになります。自分で自分を維持することが難しくなります。他人のせいに、過去のせいにしないでください。何かのせいにしないでください。この豊かさ、富はローマ８章３９節に書いてあるようにどんな被造物も、どんなサタンでさえ、人の言葉など言うまでもありません。切り離すことができない、奪い去ることができない者です。そのように絶対的な富です。皆さんがどれほど富んでいるかと言うと、これは信じるか信じないかは皆さん次第ですが、聖霊がともにおられ神の子どものすごい身分になっているので天使を動員する、天使に命じることができるほど、私たちは富んでいて豊かな存在であり、皆さんの中に天の御国が臨まれているだけでなく、皆さんをとおして皆さんが行くところに必ず天の御国が臨まれるようになっています。何が心配でしょう。何を気にするのでしょう。気にすること自体が自分で自分を馬鹿にすることです。自分で自分をちっぽけな者にすることです。自分で自分を貧乏くさいものだと、それを言い換えますとイエスさまもそんなにたいした方ではないということになってしまうので、サタンが思い切り遊びます。そうしないように。私は貧乏ではありません。たとえ刑務所の中に入っていて、たとえ病気だとしても、たとえ通帳の残高が少ないとしても私は貧乏ではありません。なぜでしょうか。宝の宝であるイエスを持っていますから。さきほど靴下に穴が空いているという話と同じように、私がそれほど宝を持っていれば相手が、他人がどうするかをそんなに気にしません。できるだけ、そのようなことに鈍感になってください。相手が間違う場合もあるし、正しい場合もあります。でも、ある意味私たちは根本の方ではどうでもよいと思い、それによって自分が評価されるところに持っていってはいけません。自分が神が「良い」とすでに認められ、「良し」と宣言され、キリスト、宝を持っているから私たちも宝の人生です。それ自体で十分価値ある存在です。だから、他の何かによって確認しようとしないように。イエスによって十分価値ある者です。それを握って、自分の内側が豊かになるように、もう豊かであることを認めつつ豊かになるように日々そちらのほうに神経を使うのが勝利の秘密、丈夫になる秘密です。そうすると皆さんが豊かになるだけでなく、その影響、パワーは目に見えないパワーになって、皆さんの家族や皆さんの周りに全部波及するようになります。ですから、クリスチャンは何を気にすべきでしょう。他人の言うことではありません。神のおっしゃること、イエスがともにおられることを気にしなくてはいけません。自分が何かによって左右されない、絶対的な富、絶対的な豊かさ、絶対的な十分な幸せを持っている、それを気にしないといけません。子どもがうまくいくとハレルヤ、そうでないとなぜなのかと引っかかりつられます。なぜでしょうか。子どもがうまくいかないからではありません。自分の内側の状態が貧乏くさいから、つまり、イエスが宝であることを忘れているのです。その宝を持っている自分が宝だということを忘れているのです。
この間、聖書の学びのときにもだれかに言いましたが、多くの人が神様がクリスチャンに望まれることに対してだいぶ勘違いしています。何か大袈裟なことをやると思っているのですが、神様が与えたことを正しく認め、楽しんで喜ぶということが第１の課題です。どれほど神様は皆さんを豊かにしたのでしょうか。宝のキリストを皆さんの中に与えられることによってどれほど豊かにしたのでしょうか。相手がとんでもないことを言ってもそれによって左右されないほど皆さんを豊かにしました。皆さんの周りが、現実がどう変わろうがそれによって不幸や悲しみや何かにつられることなく、絶対的に幸せであるように豊かにされました。ぜひ信じてください。内側の豊かさ、それによって左右されず乗り越えることによって、「焼き滅ぼしましょうか。あるいは彼らを止めさせましょうか」ではなく、どうしたら彼らを助けることができるかを考える人間になります。どんなにひどい人間でも。他の聖書の訳を見ると「焼き滅ぼしましょうか」と言うときにイエスさまが叱ったあとにもイエスさまの言葉がくっついています。訳した聖書によって違うので抜けているところがありますが、他の付いているところを見ると「彼らを私たちがしっかり助けるべきではないのか。焼き滅ぼすなどとはどんな話か」とおっしゃったようです。本当に人を助けることができるでしょうか。それは人を乗り越える力を持っていないとできません。正しいものは正しい、正しくないものは正しくない、間違っていれば間違い、気に入らないものは気に入らないもの、だめな人間はだめな人間、良い人間は良い人間、好きな人間は好きな人間、そのようなレベルでは人を助けることはできません。そのすべてを乗り越えることです。なぜでしょうか。それを乗り越えることができるほど、それがどうでもないくらい私はそれをはるかに優る豊かさを与えられている者です。イエスがともにおられます。キリストであるイエスがあなたがたとともにおられます。「それなのにそんなに気になるのは、あなたにとってイエスは宝ではないのか」と今も問いかけていらっしゃいます。そればかり考えてください。それで十分です。
今週１週間、これからもずっと皆さん、ぜひ素直にその自分のレベルから始めましょう。イエスさまはすべてご存知ですから、いっぺんに全部できなくても時間を設けてください。一切、条件なしでイエスによって幸せになる、豊かになる時間を必ず設けましょう。何の条件も付けないでイエスによって十分豊かになる時間を設けましょう。１０分でもよいです。そのようなときを持ちましょうと思うだけでも神様はもう働くようになるでしょう。それで、その時間、イエスの豊かさをメッセージを中心にして考えるだけで良いです。そしてこんな結論が出るようにしましょう。「私は何の条件とも関係なく、イエスだけによって十分に富んでいる者、富んでいる人生だ」ということが確認できるまで、そういうときを持ってください。それなしで勉強をすると、その勉強は違う方向に行きます。勉強がうまくいかないとそれによってまた連れられてしまいます。条件による人生でなく、イエスによる人生を生きていきましょう。そして、どれほど豊かになればよいでしょう。他の人の反応などが鈍感になるように、つまり、それはだまされないためです。そして、それを乗り越える真の余裕を持ちましょう、その余裕は人格から生まれるものではありません。イエスが宝である、宝を持っているからです。たとえば、クロスビーのように事故によって目が見えなくなり障害者になったにもかかわらず、彼女はものすごく豊かでした。何も問題になりません。すべてを乗り越えられます。自分の幸せを奪おうとしていることには、ものすごく鈍感です。心の豊かさです。その余裕は性格から出るものではなく、イエスによる豊かさから生まれるものです。パウロも人格的にそんなに偉いものだったのかどうか分かりません。見るといろいろな面があります。でもパウロはその信仰による余裕というものがありました。刑務所の中に入っても早く出ようとしないで、「神様が人を助けるためにどういう計画を持っているのだろう」と祈りました。それで刑務所でいろいろな苦労をしながら最後にカードを出しました。余裕があるから。余裕がないとすぐに連れられてしまいます。乗り越えましょう。
先週、１週間私はメッセージを握って、祈りの手帳を見ながら自分なりにはとても答えられ恵まれました。特に、自分は福音の働きをしながらいろいろなところ、また教会で働きをしながらいろいろな対象がいます。様々な反応があります。それに連れられると「何とかどうにかしないと」と突っ走るか、あるいはもうだめだろうとあきらめるかなのです。世の中全部そうです。でもクリスチャンはそうではありません。本当に豊かであれば乗り越えられます。それでどうすれば助けることができるかの方に行くようになります。それしか私が気にすべき内容はありません。皆さんが気にすべき内容は、皆さんとともにおられるイエスによって、皆さんがどれほど豊かな存在になったのかを気にしてください。そうすると、２部の礼拝でも申し上げますが最後に一つが残ります。「なるほど。私たちは何も気にしなくてよいね。連れられる理由はないね」それは明日の食事のメニューは何なのか、それも知らなくてもよいという意味でありません。気になって連れられることはない。明日のことは明日心配しなさい。今日は今日で十分だとおっしゃっている意味が分かります。一つだけ、この豊かさの鍵、聖霊がともにおられる、聖霊の力より大きいものはありません。皆さんが今、悩んでいることも聖霊の力の下です。だから何も気にしないで信仰によって全部乗り越えることができます。聖霊の力、それ１点に絞って聖霊に満たされるように、聖霊の力が現れるように、その祈りに集中するようになるでしょう。本当に豊かな人であれば。心の豊かな人であれば。相手がこうしたといった他人の悪口や他人の弱点などを責めたりするのは、それで他人が砕かれ下がるようになると思うのでしょうが、自分が貧乏くさくなるだけです。それを証明しているだけです。そうする必要はありません。他人がこうでもああでも乗り越えて、このような人はこういう立場でどうすれば助けられるか、こういう人はこれでどうやって助けられるか、それだけがテーマになります。神様は私たちがそれほど豊かなクリスチャンに変えてくださったということを、ぜひ覚えてください。
最後に今週も祈ってください。イエスが最高の宝であることに気づき、自分がどれほど富んでいるか気づいて、内側が豊かになり本当の余裕を持つことができるようにしてください。本当の意味の余裕、乗り越えることができる余裕、人を助ける側、助ける思いを持つ余裕を持つようにしてくださいと祈ってください。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。イエスさまを信じてすべてを捨てイエスさまに従ったにもかかわらず、イエスが最高の宝であることを気づかないゆえに自分がどれほど豊かな人なのか、何ものにも連れられることなく乗り越えて、引っ張っていく、助けていく存在であることがよくわかっていないまま、残念なことが多くあります。どうか今日のメッセージをとおして、兄弟姉妹がもう一度条件なしでイエスによる幸せな時間を必ず設けることができるように祝福してください。それで内側から豊かになって、今まで気になっていたすべてのことから自由になるように祝福を与えてください。サタンが崩れるように祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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